


課題管理番号：XXXXXXX	Comment by 作成者: ●課題管理番号はAMED担当部署が記載します。

令和　年度　研 究 開 発 計 画 書	Comment by 作成者: ●本計画書は、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下「機構」という。）から研究開発費の提供を受ける参画機関との間で締結する当該年度の委託研究開発契約書（以下「契約書」という。）に添付されます。契約書ごとに作成してください。誤字脱字、研究費の記載間違いが無いよう御注意ください。
●記載は黒字でお願いします。青字の記載例を削除の上、提出してください。
●最終ページの改訂履歴を記載してください。

Ⅰ．基本項目
１－１．委託事業名/研究開発課題名	Comment by 作成者: ●「研究開発課題名」、「分担研究開発課題名」は「全体研究開発計画書」と同じものとしてください。箇条書きで複数記載するなどは避けてください。研究開発課題名、分担研究開発課題名は実施期間中変更しません。
●分担研究開発課題名が無い場合は実施内容を記載してください。
事業名　　　　：◆◆◆◆事業
プログラム名　：◇◇◇◇プログラム　※プログラム名が存在しない場合は本行ごと削除してください。
研究開発課題名：●●●●に関する研究

１－２．分担研究開発課題名
■■■■■■■■■■■■

２．委託期間 (全研究開発実施予定期間)	Comment by 作成者: ●契約は単年度契約となります。研究開発終了日が翌年度以降となる場合は、本項記載の終了日は本年度末日です。
なお、括弧内に全研究開発実施予定期間を記載ください。
令和　年　月　日から令和　年　月日（令和/平成Y年M月D日から令和YY年M月D日）


３．研究開発担当者連絡先	Comment by 作成者: ●本契約を締結する研究機関の主たる研究開発担当者（研究開発代表者、研究開発分担者等）を１名記載してください。
●機関名、所属・役職、氏名については経費等内訳・契約項目シートに記載の内容と一致するようにしてください。
住所：〒●●●－●●●●　××県××××××××××××××××××××××
機関名：国立大学法人△△大学
所属・役職：大学院●●研究科　教授
氏名：医療　一郎
E-mail：xxxx@xxx.xx.xx
TEL：xx-xxxx-xxxx
FAX：xx-xxxx-xxxx


４．研究開発体制	Comment by 作成者: ●契約締結する研究機関の研究開発参加者（研究開発代表者、研究開発分担者、研究員等、および再委託契約を締結する場合は、再委託機関の研究開発参加者を含む。）を記載してください。
【計画様式１付属資料１】研究開発参加者リスト　参照



Ⅱ．研究開発の内容
１．当該年度における研究開発の進め方	Comment by 作成者: ●「全体研究開発計画書」を踏まえ、当該年度の研究開発の到達点とその達成度の判断基準を含めて、どういうところにポイントを置いて研究開発を進めるか、研究開発の具体的な進め方が分かるよう１～２ページ程度で記載してください。（担当者ごとの記載は、２．に記載してください。）
●「全体研究開発計画書」未作成の制度の場合は、事前評価、継続評価等の評価結果を踏まえ記載してください。



２．担当別　研究開発概要	Comment by 作成者: ●「Ⅰ．４．研究開発体制」に従い、契約先機関に所属する担当者ごとに担当する研究開発の概要を記載してください。研究開発代表者、研究開発分担者、他の参加者（テーマリーダー、サブテーマリーダー等まで）について記載してください。研究員、補助員等全ての参加者について記載いただく必要はありません。
（１）研究開発代表者　機関名　所属　役職：	Comment by 作成者: ●研究開発分担者が複数の場合は、（２）①～②をコピー＆ペーストし付番の上、記載してください。機関内に研究開発分担者がいない場合は（２）を削除してください。
研究開発代表者　氏名：
分担研究開発課題名（実施内容）：


①研究開発の目的及び内容 	Comment by 作成者: ●当該研究機関で実施する研究開発の目的および内容を200字程度で簡潔にまとめてください。






②当該年度における研究開発項目、研究開発方法及びマイルストーン	Comment by 作成者: Ⅱ．1.に記載の内容を達成するために当該担当者が実施する研究開発の項目、マイルストーン（達成しようとする研究開発の節目となる到達点・達成事項）、及び達成のための方法を記載してください。





（２）研究開発分担者　機関名　所属　役職：	Comment by 作成者: ●研究開発分担者が複数の場合は、（２）①～②をコピー＆ペーストし付番の上、記載してください。研究開発分担者がいない場合は（２）を削除してください。
研究開発分担者　氏名：
分担研究開発課題名（実施内容）：


①研究開発の目的及び内容






②当該年度における研究開発項目、研究開発方法及びマイルストーン





３．研究開発の主なスケジュール	Comment by 作成者: ●「全体研究開発計画書」記載のスケジュールのうち担当項目をコピーの上、当該年度の研究開発概要を踏まえ更新してください。
●研究開発項目が複数ある場合は、できるだけ項目別のスケジュールや当該項目の実施に責任が持てる分担者が分かるように記載してください。
●適宜、年度（和暦）の列を追加・削除して、全実施期間について記載してください。
	研究開発項目
	担当者
氏名
	令和X1年度
	令和X2年度
	令和X3年度
	令和X4年度
	令和X5年度

	１．○○関連遺伝子発現解析
・○○遺伝子の同定
・○○遺伝子発現解析
	
	
	
	
	
	

	２．○○モデル動物の開発と検証
・○○モデル動物の開発
・○○モデル動物の検証
	
	
	
	
	
	

	３．○○イメージング解析
・○○関連データの取得
・○○ソフトの開発
・データ解析
	
	
	
	
	
	

	４．○○診断法の開発
・○○相関関連メカニズムの解明
・診断法の開発と検証
	
	
	
	
	
	





４．倫理面への配慮
（１）遵守すべき研究に関係する指針等	Comment by 作成者: ●研究開発の内容に照らし、遵守しなければならない指針等については、該当する指針等の「□」を「■」と記載してください。複数の指針等が該当する場合は、それぞれ「■」を記載してください。
□　再生医療等の安全性の確保等に関する法律
□　遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律
□　臨床研究法
□　医薬品の臨床試験の実施の基準に関する省令
□　遺伝子治療臨床研究に関する指針
□　研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針
□　人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針
□　その他の指針等（指針等の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２）本研究開発期間中に予定される臨床研究の有無	Comment by 作成者: ●臨床研究の予定の有無について該当する方の「□」を「■」と記載してください。
□　有
□　無
　　　
※「有」の場合は、予定される内容を記入してください。
	対象疾患
	予定される内容、実施時期

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	



５．知的財産権の帰属	Comment by 作成者: ●本研究開発の結果生じた知的財産権を本研究開発の受託者自らに帰属させることを希望しない場合は、チェックをはずして（「■」を「□」と記載して）ください。本項目が「□」となっている場合には、受託者の意思と知的財産権の帰属を希望しない理由を確認するため、ＡＭＥＤ担当者より御連絡を差し上げることがございます。

■　本研究開発の結果生じた知的財産権を、産業技術力強化法第１７条第１項各号に規定する４項目を「国」をAMEDに読み替えて遵守すること、本研究開発結果に係る発明等を行ったときはAMED指定の様式に則った書面にて遅滞なくAMEDに報告すること及びAMEDが実施する知的財産権に関する調査に回答することを約することを条件として、全て本研究開発の受託者である自らに帰属させることを希望する。




Ⅲ．経費
１．委託研究開発費	Comment by 作成者: ●【計画様式２】経費等内訳書・契約項目シートに記載の額を転記してください。
中項目計の（直接契約分）と（再委託分）の合計が、「大項目計」となるようにしてください。
	
	
	（単位：円）

	大項目
	中項目
	中項目計
(直接契約分)
	中項目計
(再委託分)
	大項目計

	直接経費
	物品費
	設備備品費
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	

	
	旅費
	旅費
	
	
	

	
	人件費・謝金
	人件費
	
	
	

	
	
	謝金
	
	
	

	
	その他
	外注費
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	

	
	
	その他（消費税相当額）
	
	
	

	直接経費小計
	
	
	
	
	

	間接経費　
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	


※　消費税額及び地方消費税額を含む。

２．自己資金：大学等は作成不要です	Comment by 作成者: ●企業等で自ら支出する研究開発費（間接経費を含まない）がある制度は記載してください。自己資金の計上が不要な制度は、本表を削除してください。
	
	（単位：円）

	大項目
	中項目
	中項目計
	大項目計

	直接経費
	物品費
	設備備品費
	0 
	0 

	
	
	消耗品費
	0 
	

	
	旅費
	旅費
	0 
	0 

	
	人件費・謝金
	人件費
	0 
	0 

	
	
	謝金
	0 
	

	
	その他経費
	外注費
	0
	0 

	
	
	その他
	0 
	

	直接経費小計
	0 
	0 

	再委託費
	0　
	0 

	合計
	0
	0




３．マッチングファンド計画：大学等は作成不要です。	Comment by 作成者: ●マッチングファンド形式の制度は記載してください。マッチングファンド形式以外の制度は、本表を削除してください。
●全ての参画機関を上から詰めて記載してください。
●企業負担額は自動で算出されます。計算式は外さないでください。

【委託研究開発費】；　
・企業等の場合： 機構から提供を受ける委託研究開発費の全額を記載してください。
・大学等の場合： 機構から提供を受ける委託研究開発費から、間接経費を除いた額を記載してください（再委託費を含みます）。
【自己資金】；　Ⅱ．２．を転記してください。
【マッチング係数】；
・シーズ育成タイプ：資本金が10億円を超える場合は「１」、資本金が10億円以下の場合は、「２」を記載してください。
・ハイリスク挑戦タイプ：資本金が10億円を超える場合は「３」、10億円以下の場合は「６」を選択してください。
【企業負担額】；自己資金にマッチング係数を乗じた金額が自動的に表示されます。この金額を企業等が負担した額とみなします。

	（単位：円）

	機関名
	委託研究開発費
	自己資金
	マッチング係数
	企業負担額

	●●株式会社
	-
	-
	6
	-

	株式会社△●製作所
	-
	-
	3
	-

	国立大学法人△△大学
	-
	-
	
	-

	学校法人◆◆大学
	-
	-
	
	-

	△■県試験場
	-
	-
	
	-

	合計
	-
	-
	
	-



（以下、制度ごとに掲載が必要な項目の追加　※覚書、条文追加等で係る項目がある場合等）




作 成 履 歴
	
	No.
	作成年月日
	対象項目
	作成・改訂内容
	備考（本文の修正の有無など）

	1
	令和Y年○月○日
	
	研究開発計画書の作成
	

	2
	令和Y年○月○日
	Ⅲ.経費
	経費内訳の変更
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
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